
請
願
書　

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
を
求
め
る
も
の

代表質問事項代表質問事項
舛
井　

文
夫

▼
村
政
運
営
の
基
本
方
針
▼
平
成
26
年
度
予
算
の
編
成
方
針
と
重
点
政
策

▼
東
海
第
二
原
発
と
東
海
村
を
含
む
周
辺
自
治
体
と
の
覚
書
締
結
▼
第
５
次

総
合
計
画
▼
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
▼
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ａ
Ｉ
原
子
力
サ
イ
エ
ン
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
▼
行
財
政
改
革
▼
組
織
改
編
▼
ま

ち
づ
く
り
▼
農
業
▼
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
敷
地
の
経
過
▼
小
学
校
の
学
区
▼
村
発

足
60
周
年
記
念
事
業
▼
道
路
の
整
備
・
渋
滞
解
消
▼
東
海
駅
西
広
場
の
活
用

大
内　

則
夫

▼
区
画
整
理
事
業
▼
行
財
政
改
革
▼
農
業
問
題
▼
地
域
・
産
業
振
興
▼
新
た

な
取
組
と
除
染

江
田　

五
六

▼
子
々
孫
々
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
必
要
十
分
な
条
件
と
は
何

か
伺
い
ま
す
▼
地
域
林
の
保
存
と
住
環
境
づ
く
り
▼
食
の
安
全
安
心
、
そ
し

て
食
料
の
確
保
、
高
齢
者
福
祉
教
育
の
た
め
の　

地
域
農
業
へ
の
支
援
対
策

▼
共
育
（
地
域
の
教
育
力
）
を
生
か
し
た
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▼
い
き
い
き
１
０
０
歳
バ
ン
ザ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
▼
文
教
施
設

再
生
整
備
構
想
の
再
検
討
▼
茨
城
国
体
の
意
義
と
地
域
社
会
の
関
わ
り
方

岡
崎　
　

悟

▼
本
村
の
財
源
▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
▼
観
光
振
興
▼
土
曜
日
の
教
育

活
動
▼
公
共
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
▼
集
約
型
の
ま
ち
づ
く
り

村
上　
　

孝

▼
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
▼
農
業
政
策
▼
教
育
▼
社
会
基
盤
整
備

大
名
美
恵
子

▼
５
次
総
の
推
進
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
▼
真
に
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
▼
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
お
け
る
自
治
会
活
動
▼
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
原

子
力
サ
イ
エ
ン
ス
タ
ウ
ン
構
想
の
推
進
に
関
し
て
▼
地
域
の
担
い
手
と
な
る

人
づ
く
り
の
推
進
▼
行
財
政
改
革
の
推
進
▼
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
問
題

▼
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
作
業
▼
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
▼
組
織
再
編
に
お
け
る
原
子
力
安
全
対
策
課
と
消

防
防
災
課
の
統
合
▼
土
埃
対
策
▼
米
政
策
大
改
革
に
伴
う
直
接
支
払
い
交
付

金
の
取
り
扱
い
▼
豊
か
な
心
と
人
間
性
を
養
う
教
育

一般質問事項一般質問事項
豊
島　

寛
一

▼
協
定
見
直
し
要
求
に
対
す
る
回
答
先
送
り
▼
避
難
計
画
状
況
と
見
通
し

▼
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
状
況
と
促
進
▼
福
島
第
一
原
発
の
現
場
に
立
っ
て

恵
利　

い
つ

▼
環
境
都
市
宣
言
と
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

▼
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
研
、
東
海
再
処
理
施
設
に
お
け
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
溶
液

及
び　

高
放
射
性
廃
液
の
固
化
・
安
定
化
の
実
施

川
﨑　

篤
子

▼
東
海
第
２
発
電
所
は
再
稼
働
を
や
め
さ
せ
廃
炉
を
求
め
る
▼
後
期
高
齢
者

保
険
料
の
引
き
上
げ
問
題
▼
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上
げ
は
や
め
る
べ
き

▼
豪
雪
対
応
の
防
災
計
画
▼
阿
漕
が
浦
の
遊
歩
道
整
備
▼
地
域
医
療
と
し
て

の
村
立
東
海
病
院

相
沢　

一
正

▼
村
長
所
信
▼
安
全
協
定
改
定
途
上
に
お
け
る
「
覚
書
」
問
題
▼
村
内
除
染

事
業

植
木　

伸
寿

▼
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化
基
本
法
の
成
立
を
受
け
本
村
の
考

え
を
伺
う
▼
本
村
に
お
け
る
消
防
団
支
援
法
の
具
現
化
▼
潜
在
保
育
士
の
活

用
に
向
け
た
取
り
組
み
▼
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

※　　　を掲載

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

国
民
の
知
る
権
利
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
る　

日
本
共
産
党　

大
名　

美
恵
子 

議
員

　

「
特
定
秘
密
」
の
範
囲
が
広
く
あ
い
ま
い
、
ど
ん
な
情
報
で
も
対
象
に
な
り
か
ね

な
い
。
取
材
・
報
道
を
萎
縮
さ
せ
、
国
民
の
知
る
権
利
を
侵
害
す
る
恐
れ
を
有
す
。

国
民
を
対
象
に
特
定
秘
密
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
取
り
締
ま
る
治
安
・
弾
圧
立
法
は
廃
止

す
べ
き
で
あ
る
。

成
立
後
に
基
準
を
検
討
す
る
の
は
暇か

し疵
を
認
め
た
に
等
し
い

　

無
会
派　

相
沢　

一
正 

議
員

　

法
律
が
成
立
し
た
後
に
な
っ
て
、
そ
の
根
幹
を
な
す
秘
密
指
定
の
基
準
を
改
め
て

検
討
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
の
法
律
の
内
容
に
決
定
的
な
瑕
疵
が
あ
っ
た
こ

と
を
認
め
た
に
等
し
い
。
よ
っ
て
こ
の
法
律
は
廃
止
す
る
し
か
な
い
。

国
民
の
安
全
確
保
体
制
の
確
立
を
背
景
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の

　

新
政
会　

飛
田　

静
幸 

議
員

　

防
衛
・
外
交
に
関
し
て
特
に
秘
密
と
す
べ
き
情
報
の
漏
え
い
を
防
ぎ
、
国
民
の
安

全
確
保
の
体
制
確
立
を
背
景
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
第
三
チ
ェ
ッ
ク
機
関
設
置
や
国

民
へ
の
情
報
提
供
等
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
も
法
令
整
備
が
必

要
で
あ
る
。

３
月
定
例
議
会
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